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群馬県嬬恋村は、標高2,000メートル級の山々が連なる高原地帯にあり、夏でも涼しく避暑地に最適
な所です。千代田区とは昭和63年10月に姉妹提携をし、今年で姉妹提携締結20周年を迎えます。その
間、スポーツや自然体験などを通じた様々な交流を行ってきました。
その嬬恋村で、7月26日（土）、第28回「つまごい祭り」が盛大に開催され、たくさんの人々が訪れまし
た。
会場では、アンパンマンショーや中学生による吹奏楽の演奏、つまごい踊り、勇壮な告

つげ

太
だい

鼓
こ

などが
次々と披露され、祭りの雰囲気を盛り上げていました。
夕方からは、ビリーバンバンのコンサートが行われ、
観客の中には懐かしそうに一緒に口ずさむ人々も見受け
られました。
クライマックスの大花火大会では、2,000発の趣向をこ
らした花火が打ち上げられました。会場前の川を隔てた
打ち上げ場所から上がる花火は迫力満点。まちみらい千
代田が協賛した花火「愛しきああわがつまよ」も夜空を
鮮やかに彩り、観衆からは大きな歓声と拍手が湧き上が
っていました。

取材：文化振興グループ

千代田区と姉妹都市提携を結んでいる群馬県嬬恋村で、農業
体験（じゃがいもの収穫）や郷土料理講習会を通じて地元の皆
さんと交流します。豊かな自然の中で、普段味わえない体験を
してみませんか。
日　程 ９月20日（土）～21日（日）
行　程 20日＝午前８時30分バスで区役所発、嬬恋村到着後に

じゃがいもを収穫。
21日＝嬬恋村郷土料理講習会に参加、午後６時頃区役
所着。

宿　泊 区立嬬恋自然休養村（群馬県嬬恋村）
※相部屋になる場合があります。

費　用 大人9,000円、小人（小学生以下）5,000円
対　象 区内在住・在勤・在学者で２名以上５名以内のグルー

プ。
定　員 30名（申込多数の場合は抽選）
申込み 標題を「農業体験希望」とし、参加者全員の郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番

号・靴のサイズ（以上必須）、在勤・在学者の場合は勤務先・学校名を明記のうえ、はがき・
FAX（3233―7557）またはメール（bunka@mm-chiyoda.or.jp）にてお申し込み下さい。電話
（13233―3222）でのお申し込みも可能です。

締　切 ９月５日（金）必着
問合せ 文化振興グループ

嬬恋村で農業体験を 参加者募集

愛妻家の聖地で夏祭り ～つまごい祭りレポート～

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、
こ

の
ほ
ど
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企

業
振
興
公
社
と
業
務
提
携
協
力
の

協
定
を
結
び
（
予
定
）、
従
来
か
ら

提
携
関
係
に
あ
る
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
お
よ
び

千
代
田
区
と
も
協
力
し
て
、
区
内

中
小
企
業
の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な

経
営
課
題
解
決
を
支
援
す
る
た
め

の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

原
材
料
高
、
株
価
低
迷
、
金
融

不
安
な
ど
に
よ
っ
て
、
最
近
の
中

小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
な
る
一
方
で
す
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、

国
・
都
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
公
的

機
関
が
支
援
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す

が
、
実
施
機
関
や
内
容
が
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
た
め
に
、
適
切
な
支
援
に
た

ど
り
着
く
の
が
容
易
で
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
企
業
経
営
に
関
し
て
お
悩

み
の
際
に
は
、
ま
ず
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
を
お
聞
き
し
た
後

に
、
適
切
な
支
援
制
度
と
、
実
施
機
関
、

担
当
部
署
・
担
当
者
な
ど
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

相
談
は
電
話
（
1

３
２
３
３
―

７
５
５
８
・
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
ま
た
は

メ
ー
ル
（

biznet@
m
m
-chiyoda.

or.jp

）
で
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
日
本
全

国
の
中
小
企
業
を
、
東
京
都
中
小
企

業
振
興
公
社
は
東
京
都
の
中
小
企
業

を
カ
バ
ー
す
る
中
小
企
業
支
援
の
た

め
の
公
的
機
関
で
す
。

問
合
せ

商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

経
営
課
題
解
決
へ
適
切
な
支
援
制
度
を
ご
紹
介

今
回
で
３
回
目
と
な
る
「
創
作
和
紙

ア
ー
ト
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
和
紙
ア
ー
ト
の
第
一

人
者
・
堀
木
エ
リ
子
氏
指
導
の
も
と
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

和
紙
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
体
験
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
初

め
て
の
方
で
も
簡
単
に
で
き
る
手
法
で

す
。
ま
た
大
学
生
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し
た
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
は
、
す
べ
て
を
集
め
て

２
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
仕
上

げ
、
12
月
に
区
役
所
で
展
示
す
る
予
定

で
す
。

原
料
に
直
接
触
れ
る
「
現
代
和
紙
作

り
」
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
「
和
紙
で
彩
ら
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
」
に
も
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

日

時

10
月
４
日
（土）
、
５
日
（日）
午
後

１
時
〜
４
時

会

場

旧
練
成
中
学
校
（
外
神
田
６

―
11
―
14
）

対

象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
小
学
生
以
上
）
※
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴

参
加
費

無
料

定
　
員

120
名
（
各
日
60
名
・
先
着
順
）

申
込
み

申
し
込
み
チ
ラ
シ
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢（
学
年
）、
性
別
、

電
話
番
号
、
勤
務
先
・
学
校
名
（
在

勤
・
在
学
の
場
合
）、
参
加
希
望
日

（
４
日
／
５
日
／
ど
ち
ら
で
も
良
い
）

を
明
記
の
う
え
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
３
２
３
３
―
７
５
５
７
）
に
て
「
創

作
和
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係
」
ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

http://chiyoda-days.jp

※
申
し
込
み
チ
ラ
シ
は
各
出
張
所
等
で

入
手
可
能
で
す
。

※
参
加
者
の
方
に
は
９
月
中
旬
に
参
加

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

締

切

９
月
12
日
（金）
必
着
（
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。）

問
合
せ

文
化
振
興
グ
ル
ー
プ

現
代
和
紙
作
り
の
体
験
〜
「
和
」
と
「
洋
」
の
融
合
〜

参
加
者
募
集

区内企業支援のための

「マネジメント・サポートデスク」がスタート
区内企業支援のための

「マネジメント・サポートデスク」がスタート

区内中小企業  

（相談例） 

・新しく会社を創業したい 

・販路を拡大したい 

・技術開発をしたい 

・資金を調達したい 

・助成金や融資を受けたい 

・社員教育を行いたい 

・事業継承について相談したい 

・海外進出したい　など 

相
談 

連
携 連

携 

連
携 

（独）中 小 
企業基盤 
整備機構 

（財）東京都 
中小企業 
振興公社 

マネジメント・サポートデスク 
（まちみらい千代田） 

マネジメント・サポートデスク 
（まちみらい千代田） 

千代田区 

現
代
和
紙
作
り
の
体
験
〜
「
和
」
と
「
洋
」
の
融
合
〜

参
加
者
募
集



まちみらいニュース ◇平成20年8月20日◇

今
年
で
助
成
回
数
３
回
目
と
な

っ
た
神
保
町
応
援
隊
は
、
神
保
町

を
い
つ
も
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
魅

力
の
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
お

祭
り
の
応
援
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
紙
「
お
さ
ん
ぽ
神
保
町
」
の

発
行
を
し
て
い
ま
す
。

先
月
４
日
か
ら
７
日
に
は
、
今

年
の
活
動
の
目
玉
で
も
あ
る
「
や

す
く
に
通
り
七
夕
夢
ま
つ
り
」
が
、

靖
国
通
り
商
店
街
連
合
会
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
実
現

し
ま
し
た
。
お
祭
り
期
間
中
の
応

援
隊
は
、
ま
さ
に
大
活
躍
。
浴
衣

姿
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢
約

160
名
を
動
員
し
、
各
会
場
の
イ
ベ

ン
ト
に
協
力
し
ま
し
た
。

白
石
春
美
隊
長
（
写
真
・
右
）
と

下
田
祐
治
隊
員
（
写
真
・
左
）
に
助

成
活
動
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

応
援
隊
の
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ

か
け
は

―
３
年
前
す
ず
ら
ん
ま
つ
り
実
行

委
員
会
を
覗
い
て
い
る
う
ち
に
、

勤
め
て
い
る
ま
ち
「
神
保
町
」
の

応
援
を
し
た
く
な
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
助
成
へ
の
応
募
動
機
は

―
会
費
五
百
円
を
集
め
る
こ
と
で

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
資
金
面
で
苦

し
い
運
営
と
な
っ
て
い
た
た
め
応

募
し
ま
し
た
。
実
際
に
助
成
を
受

け
て
み
て
、
資
金
面
で
は
も
ち
ろ

ん
助
か
り
ま
し
た
が
、
他
の
団
体

と
交
流
す
る
こ
と
で
思
わ
ぬ
刺
激

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

活
動
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と

は―
私
た
ち
の
活
動
は
、
裏
方
に
徹

し
た
「
ご
み
拾
い
」
や
「
交
通
整

理
」
で
あ
り
、
メ
イ
ン
は
あ
く
ま

で
も
ま
ち
の
人
た
ち
。
そ
れ
が
認

め
ら
れ
て
か
、
最
近
は
、
ま
ち
の

人
た
ち
か
ら
信
頼
さ
れ
、
老
舗
の

方
々
か
ら
も
「
や
っ
て
み
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

辛
い
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か―
台
風
の
中
す
ず
ら
ん
祭
り
を
手

伝
っ
た
と
き
は
、
本
当
に
大
変
で

し
た
。
で
も
、
ど
ん
な
に
大
変
な

こ
と
も
や
っ
て
い
る
う
ち
に
楽
し

み
に
変
わ
っ
ち
ゃ
う
の
は
不
思
議

で
す
。

今
後
の
活
動
は

―
今
年
は
、
11
月
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
応
援
と
「
神
保
町

サ
ミ
ッ
ト
」
が
大
き
な
活
動
で
す
。

特
に
、
神
保
町
の
ま
ち
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
か
考
え
る
「
神
保

町
サ
ミ
ッ
ト
」
は
是
非
成
功
さ
せ

た
い
で
す
。

将
来
の
夢
は

―
将
来
は
、
企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
を

得
て
、
小
エ
リ
ア
な
り
の
自
立
し

た
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
神
保
町
応
援
隊
の
活
動

が
他
の
地
区
に
も
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
合
せ

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

ま
ち
サ
ポ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①

神
保
町
応
援
隊

今
年
で
10
周
年
を
迎
え
た
「
千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
」
。

助
成
金
を
受
け
て
活
動
す
る
団
体
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

や
す
く
に
通
り
七
夕
夢
ま
つ
り
に
て

■
保
守
点
検

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
・
点
検

は
、
メ
ー
カ
ー
系
列
の
サ
ー
ビ
ス

会
社
と
契
約
し
て
定
期
的
に
行
わ

れ
る
も
の
で
す
が
、
契
約
に
は

「
Ｆ
Ｍ
契
約
」
と
「
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契
約
」

と
い
う
二
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

■
Ｆ
Ｍ
契
約

Ｆ
Ｍ
契
約
と
は
フ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
（F

u
ll
M
ain
ten
an
ce

）
契

約
の
こ
と
で
、
一
定
契
約
料
金
を

決
め
て
、
そ
の
範
囲
内
で
部
品
の

交
換
・
修
理
・
点
検
な
ど
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
最
良
の
状
態
に
維
持
す

る
と
い
う
契
約
で
す
。

個
々
の
部
品
や
修
理
費
は
保
守

会
社
の
負
担
で
行
う
〝
お
任
せ
パ

ッ
ク
契
約
〞
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
部
品
交
換
・
修
理
に
対
し
て

そ
の
都
度
見
積
も
り
を
と
る
必
要

は
な
く
、
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
部
品
の
交
換
が
あ
っ
て

も
な
く
て
も
月
の
支
払
い
が
一
定

で
す
か
ら
初
期
の
割
高
感
は
ぬ
ぐ

え
ま
せ
ん
。

■
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契
約

消
耗
品
の
交
換
は
保
守
会
社
の

負
担
で
行
い
、
そ
れ
以
外
の
部
品

交
換
、
修
理
費
は
別
途
費
用
と
し

て
請
求
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契
約
の
Ｐ
と

はP
arts

（
部
品
）、
Ｏ
はO

il

（
オ
イ

ル
）
、
Ｇ
はG

reas

（
グ
リ
ス
）
を

指
し
ま
す
。
こ
う
し
た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
料
金
は
建
物
の
階
層
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
違
い
、
消
耗

品
以
外
の
部
品
交
換
や
修
理
の
な

い
月
の
支
払
い
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契
約

の
方
が
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
契
約
件
数
と
し
て
は
、

Ｆ
Ｍ
契
約
の
方
が
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契
約
に

比
べ
若
干
多
い
よ
う
で
す
。

■
契
約
の
選
び
方

ど
の
メ
ー
カ
ー
系
列
の
サ
ー
ビ

ス
会
社
で
も
、
最
初
は
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契

約
で
、
劣
化
し
始
め
る
頃
に
Ｆ
Ｍ

契
約
に
変
更
す
る
と
い
う
の
は
難

し
い
よ
う
で
す
の
で
、
Ｆ
Ｍ
契
約

を
選
ぶ
か
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契
約
に
す
る
か

は
、
よ
く
検
討
し
て
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

竣
工
後
数
年
は
部
品
等
も
新
品

で
す
か
ら
、
そ
う
む
や
み
に
傷
む

こ
と
も
な
く
、
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契
約
の
ほ

う
が
お
得
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、

使
用
年
数
が
長
く
な
り
劣
化
し
始

め
る
頃
に
は
、
逆
に
Ｆ
Ｍ
契
約
の

方
が
割
安
感
が
出
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

長
い
目
で
見
た
と
き
に
ど
れ
だ

け
の
経
費
が
か
か
る
か
を
考
え
、

Ｆ
Ｍ
契
約
に
す
る
か
、
Ｐ
Ｏ
Ｇ
契

約
に
す
る
か
を
決
め
る
べ
き
で
す
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

次
回
は
「
快
適
に
住
み
つ
づ
け

る
た
め
に
」

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

Ｖ
ｏ
　

１9

ｌ.

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
点
検 ま

ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、
築
年

数
が
概
ね
30
年
を
経
過
し
て
い
る
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、
現
在
、

訪
問
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
大
規
模
改

修
や
建
替
え
に
向
け
た
取
り
組
み
の

実
態
と
、
各
種
施
策
に
対
す
る
要
望

な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

訪
問
の
際
は
、
事
前
に
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
調
査
結
果
は
報
告
書
に
ま
と
め
、

年
度
内
に
各
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
郵
送

す
る
ほ
か
、
ま
ち
み
ら
い
ニ
ュ
ー

ス
で
も
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

※
財
団
で
は
集
計
分
析
し
た
調
査
結

果
を
、
現
在
の
助
成
制
度
や
支
援

制
度
の
見
直
し
に
利
用
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
結
果
を
も
と
に
新
た

な
支
援
制
度
を
検
討
し
、
区
や
都

に
対
し
て
提
案
す
る
な
ど
の
働
き

か
け
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

江戸の昔に思いをはせながら、皇居を目

指すウオーキング大会です。篤姫ゆかりの

薩摩 鹿児島藩コースなど５つのコースが

あります。（右の表をご覧ください）

日 時 10月11日（土）午前８時～午後１時

定　員 1,500名（各コース300名）

参加料 500円

問合せ （社）日本ウオーキング協会

（15256―7855）

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
調
査

訪
問
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す

マ
ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談
会
開
催
中

毎
月
第
３
水
曜
日
午
後

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、
千
代

田
マ
ン
シ
ョ
ン
交
流
会
と
合
同
で
マ

ン
シ
ョ
ン
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管

理
や
管
理
組
合
の
運
営
に
つ
い
て
の

問
題
点
そ
の
他
様
々
な
疑
問
に
、
財

団
の
職
員
と
交
流
会
の
役
員
が
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

日

時

毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
３

時
〜
５
時

場

所

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
会
議

室
（
神
田
錦
町
３
―

21
ち
よ
だ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
４

階
）

※
電
話
ま
た
は
窓
口
で
の
相
談
も
、

随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

第6回江戸登城ウオーク 参加者募集

ま
ち
み
ら
い
千
代
田

で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

共
用
部
分
の
改
修
工
事

を
お
考
え
の
管
理
組
合

に
は
、
工
事
前
に
、
工

事
計
画
作
成
の
た
め
の

調
査
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

こ
の
調
査
を
行
う
際
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
助
成
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
建
物

築
８
年
を
経
過
し
た
区
内
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン

助
成
対
象
経
費

マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
分
の
劣
化

診
断
（
建
物
の
防
水
、
壁
面
、
鉄
部
、
電
気
設

備
、
給
排
水
設
備
等
に
関
す
る
診
断
）
を
含
む

調
査
委
託
費

助
成
額

調
査
に
か
か
る
費
用
の
１
／
２
で
、
か

つ
上
限
50
万
円
ま
で
。（
千
円
未
満
は
切
捨
て
）

※
助
成
は
年
度
内
１
回
限
り
と
し
、
同
一
項
目
に

つ
い
て
は
、
10
年
を
経
過
す
る
ま
で
再
申
請
で

き
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
本
助
成
制
度
は
予
定
件
数
に
達
し
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
他
に
も
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
を
支
援
す
る
各

種
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

まちみらい千代田のマンション支援 

計画修繕調査費助成制度のご案内 計画修繕調査費助成制度のご案内 

コース名 距離 スタート ゴール

尾張 名古屋藩コース 12km 戸山公園

紀伊 和歌山藩コース 17km 竹芝ふ頭公園

日比谷
常陸 水戸藩コース 13km 隅田公園

公園

薩摩 鹿児島藩コース 15km 聖蹟公園

皇居一周コース 5km 日比谷公園

マ
ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談
会
開
催
中

毎
月
第
３
水
曜
日
午
後

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
調
査

訪
問
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す

９月１日の「防災の日」に先立っ

て飯田橋のアイガーデンエアで防災

イベントが開催されます。どなたで

も参加でき、当日は、消防署による

ヘリコプター救助演習やはしご車へ

の乗車体験、起震車などの防災体験

を行います。

日 時 ８月29日（金）

午後２時～３時半

場 所 アイガーデンエア中央街区

北側公開空地・ホテルメト

ロポリタンエドモント前

（飯田橋３―10―10）

内 容 町消防署によるヘリコプ

ター等を使った救助・消防

演習／各種防災体験（起震

車、煙ハウス、水消火器訓

練）／はしご車乗車体験／

非常食炊き出し実演と試食

など

問合せ 三井不動産ビルマネジメン

ト（株）飯田橋オフィス

（15226―7210）

８月２９日に防災イベント
飯田橋アイガーデンエアで


